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節
用
集
と
い
う
辞
書
が
あ
る
。　
一
二
世
紀
な
か
ご
ろ
、
意
義
分
類

車
典

『
下
学
集
』
か
ら
改
編
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
単
語
の

仮
者

一
■
め
の
イ
ロ
ハ
（部
）と
意
義
分
類
（門
）
で
検
索
で
き
る
簡
便

な
辞
書
だ
っ
た
が
、
戦
回
時
代
は
お
ろ
か
近
世
　
近
代
を
生
き
抜
き
、

昭
和
初
年
に
ま
で
そ
の
長
い
息
は
お
ょ
ぶ
。

そ
の
展
開
は
、
室
町
期
の
古
本
節
用
集
に
続
い
て
近
世
的
来
型
の

形
成
期
、
日
用
教
表
記
事
を
付
録
し
て
い
く
教
本
書
化
期
全

七
〇
〇

年
ご
ろ
以
降
）、
早
引
師
用
集
に
端
を
発
す
る
検
索
法
開
発
期
ａ

ｔ
五

〇
年
す）ろ
以
降
）、
早
引
節
用
集
と
大
型
本
に
よ
る
こ
極
化
期
全

八
〇

〇
年
ご
ろ
以
降
）、
そ
し
て
近
代
と
、
大
略
六
期
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

た
だ
、　
こ
う
し
た
時
代
区
分
の
背
後
に
は
相
応
の
割
り
切
り
が
あ

る
も
の
で
あ
る
。
次
代
の
展
開
を
用
意
し
た
事
象
で
も
水
面
下
の
動

佐

貴

裕

と
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
割
愛
さ
れ
る
。
最
新
の
知
見
も
是

非
の
判
断
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
言
及
さ
れ
な
い
。
魅
力
的
な
推
論
も

諭
れ
が
困
難
で
あ
れ
ば
見
送
ら
ぎ
る
を
え
な
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
柵
な
り
束
糾
な
り
は
さ
て
お
き
、
学
者
の

関
心
事
や
気
が
か
り
な
事
例
を
記
し
て
み
た
い
。
な
か
に
は
時
代
区

分
に
疑
間
を
三
し
た
り
、
通
説
に
具
議
を
唱
え
た
り
す
る
こ
と
ヽ
ゎ

ろ
う
が
、
聞
い
直
さ
れ
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
こ
と
も
あ
る
は
ず

で
、
そ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

一　
古
本
節
用
集
の
ホ
向

古
本
節
用
集
に
は
大
別
三
類
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
富
頭
語
に
よ
り

伊
勢
本
　
印
庄
本
　
乾
本
と
呼
び
、　
こ
の
順
に
派
生
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
が
、
三
類
間
で
の
交
渉
も
あ
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第

一
と
の
付
録
が
あ
る
が
、　
こ
れ
は
宣
町
ネ
府
の
中
枢
で
あ
る
足
利

家
　
細
川
家
（メ
兆
家
）代
々
革
主

の
院
ラ
　
官
位
　
没
年
月
日
　
享

年
な
ど
を
記
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
永
練
二
年
本
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
初
代
を
例
示
す
る
。
制
行
表
記
は
〔　
】
内
に
示
し
た
。

年
持
院
峻
贈

一
品
左
相
府
仁
山
大
居
士
〔尊
氏
　
延
文
二
年

成
成
四
月
に
日
男
五
十
四
歳
　
仰
法
名
妙
義
　
夢
窓
国
師
御
弟

子
〕光

勝
院
段
【法
名
称
策
　
道
↓
宝
洲
　
公
順
息
　
加
頼
ネ

源
九
郎
　
刑
部
太
柿
　
讃
岐
す
　
市
所
【観
応
二
年
手
反
間
二

月
十
日
於
四
条
大
宮
討
死
　
二
十
四
歳
　
御
影
箕
努
ア
リ
両
活

掛
落
付
帽
子
文
手
ご

計
本

に
よ
り
を
十
異
な
る
が
、
足
利
家
は
尊
氏
以
下
義
時
こ

二

代
将
Ｔ
）
ま
た
は
装
廊
ｆ

二
代
将
軍
）
ま
で
、
細
川
家
は
頼
ネ
以
下
植

国
あ
る
い
は
晴
元
ま
で
記
さ
れ
る
。
男
体
化
し
た
と
は
い
え
、
今
少

し
ネ
府
は
続
く
が
、
細
川
家
と
し
て
は
ネ
府
キ
枢
に
あ
す
か
う
え
た

最
末
期
の
人
々
で
あ

っ
て
、
政
治
的
求
心
力
の
保
持
が
課
題
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
私
事

に
わ
た
る

「
細
川
殿
御
代
々
次

第
」
が
節
用
実
に
付
好
さ
れ
た
背
景
に
は
、
政
治
的
意
図
が
あ
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

別
と
、
印
度
本
に
は
同
名
と
そ
の
川
名
を
海
道
ご
と
に
場
げ
た
付

録
が
あ
り
、
弘
お
二
年
本
な
ど
で
は
さ
ら
に
抑
名
　
回
町
数
ま
で
記

さ
れ
る
。
山
政
を
例
示
す
る
。

が

「
撤
！――
の
■

一
と
の
見
通
し
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
和
注

聯
勺
な
ど
を
念
Ｍ
に
編
傘
さ
れ
た
中
世
辞
書
計
本
に
つ
い
て
い
う
の

だ
が
、
そ
こ
に
姉
川
空
も
令
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

和
決
肺
句
の
加

い
●
は
、
■
峡
や
■
級
■
佐
　
上
級
武
士
　
五
山

仲
な
ど
「
代
　
流

の
故
■
人
に
か
ぎ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
に
関
係
の
あ

る
裕
■
の
川

ｉ
十‐‐
ｔ
肺
川
■
は
収
岐
す
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
引
月
に

文
れ
る

‐打
川
　
以
ド
の
役
帆
名
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

中
１１て―
穴
代

の
■
此
側

，と
か

，
人
を
れ
た
押
院
内
て
＝
教
十
話

文
山
を
い
＝
　
＝
市
河
け
山
４
■
川
が
分
か
れ
て
担
当
し
た
。

代
■

に
は
■
１‐
位

の
＝

ｌｊ十‐‐

い
ド

に
作
ｉ
　
叶
↓‥‐
、
則
■
、
維

Ｗ
、

”
■
　
向
れ

の
六

，―ヽ―
■

が
＝

か
オー
　

こ
れ
ら
Ｌ
帆
ド

の
ｌｉｔ
Ｍ

を

結

＝

卜

ｒ
庄

＝
々

ｔ
ｌ
ん

だ
「

（今
介
明
　
成
叫
火

「

――
本
人
ど

＝

↑

＝

‐

■
‐――
仰
小
の
庄
川
次
に
は
、
↓
院
経
営

の
み
な
ら
す
Ｈ
叫
貿
易

トーーｉ
側
代
■
に
円
わ
る
も
の
、
市
利
貸
じ
と
宮
む
ヽ
の
も
あ
り
、
応
仁

の
乱
―
で
は
小
府
財
政
を
■
え
て
い
た
と
も
い
う
。
キ

，
し
た
神
ホ

巾

の
俗
■

め
な
取
れ

が
、
伊
勢
本
時
本

の
段
階

モ
収
城

さ
れ

ら
一と

こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。
一
韻
事
の
キ
」
と
の
規
定
は
、
相
応

の
■
会
■
を
反
映
す
る
本
み
　
合
み
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

フ
つ

。

た
だ
、
俗
事
　
政
車

へ
の
頂
付
は
、
印
庄
本
に
あ
い
て
よ
り
明
陳

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
当
家
御
代

々
次
第
」
「
細
川
殿
御
代

■
次

■
繊
内
　
■
″
回

山
城
〔城
州
八
那
　
乙
訓
　
内
町
　
――！
″
　
久
―ｌｌｉ
　
■
い
　
経

〓子
　
安
宕
　
相
楽
　
　
回
数

一
万
ｔ
ｉ
ｔ
向
片
町
！
！

回
名
項
目
は
、
伊
勢
本
で
は
本
文
中
に
あ

っ
た
が
、
そ
れ
と

一
打

し
て
付
錬
に
回
し
た
た
め
、
「
印
度
」
が
胃
頭
に
来
る
こ
Ｌ
に
な

っ

た
と
い
う
。
印
度
本
に
と

っ
て
象
徴
的
な
改
編
だ

っ
た
こ
と
に
な
る

が
、
部
名
　
日
町
数
な
ど
凹
勢
を
示
す
よ
う
な
情
報
ま
で
添
え
た
異

本
が
現
わ
れ
れ
ば
、
印

，
本
の
政
事
こ
と
強
前
す
る
こ
と
に
な
る
う
。

で
は
な
ど
、　
こ
う
し
た
■
報
が
添
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

将
軍
す
ら
京
都
か
ら
の
退
去
と
奈
歳
な
く
さ
れ
た
取
同
時
代
で
は
、

支
配
層
の
話
し
も
が
、
ど
こ
の
社
を
碩
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
話
回
の

政
■
を
知
る
必
要
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
城
国
大
名
も
、
上
お
領
主

（国
外
　
国
人
）
と
の
主
在
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
版
図
を
維
持
す
る
の

が
常
態
で
あ

っ
た
が
、
と
活
領
主
は
相
応
に
独
立
的
な
存
在
だ

っ
た

か
ら
、
他
の
大
名
と
ヽ
関
係
を
結
ん
で
は
問
題
を
引
き
に

こ
し
た
と

も
い
う
。
な
ら
ば
、
国
情
を
把
握
す
る
に
は
、
那
■
十
ま
で
担
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
、
海
道
ご
と
に
国
冊
名
　
回
町
数
を
記
す
資
料
は
ほ
か
に
も

あ
り
、
数
値
も
誤
写
程
度
の
主
し
か
な
い
。
「
高
性
＝
州
大
日
本
国

正
統
図
』
行
）
の
よ
市
の
ヽ
の
と
い
う
付
加
担
十
水
二

六
世
紀
半
は
成

立
）
で
は
、
ゃ
共
に
日
本
の
概
念
図
（行
米
凶
）
と
世
き
、
海
道
を
供
し

た
導
線
は
諸
国
を
富

い
て
い
る
。
こ
の
川
四
に
海
道
ご
と
の
日
部

爵

る
な
ど
、
相
応
に
複
雑
な
展
開
も
兄
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
伊
勢
本

で
は
、
市
数

の
少
な
い
時
木

‐
―ィ
本
Ｔ
）
が
帥

用
笑
原
本
に
近
い
存
在
と
さ
れ
、　
こ
れ
に
和
歌
名
所
（性
札
）
な
ど
を

増
捕
し
た

『
増
刊
下
学
笑
』
な
ど
の

一
類
が
あ
り
（囲
―
一　
―
た

一
層
の
増
柿
を
試
み
た

「
培
刊
節
用
禁
』
の
一
類
、
そ
れ
ら
を
は
Ｌ

め
伊
勢
本
詔
本
の
枠
を
集
め
た
と
い
う
天
正

一
八
年
本
加
も
い
る
。

成
Ｅ

す
る
よ
う
な
外
貌

に
乾
本
と
の
交
渉
も
あ
る

「
市
小
社
英
』
、

独
自
の
編
集
で
膨
大
な
情
報
宣
を
も
つ

『
雑
字
類
手
度
広
本
）
な
ど
、

，
摯
本
と
い
う
く
く
り
だ
け
て
語
る
こ
と
が
仁
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
、
多

彩
な
展
開
を
見
る
の
で
あ
る
。

き
て
、
十
木
節
用
集
の
を
在
理
高
に
つ
い
て
は
、
早
く
、
安
田
ヤ は 1 北心本 (小兵吉永擁杉 )



363, All用集展開史の後景

名
　
田
町
数
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
把
歩
色
英
集
噴
天
丈
ど
る
成

一こ
は
話
央
失

の

一
種
だ
が
、
現
存
諸
本
に
あ
る

「
諸
国
那
之
名
」

と
の
記
事
に
も
海
道
ど
と
の
同
郡
名
　
回
町
数
が
記
さ
れ
る
。
『
新

撲
類
乗
往
来

，

一
五
〇
０
年
ど
う
成
立
む

で
ヽ

「
扶
ミ
同
六
十
八
州

大
略
井
授
領
」
の
ヽ
と
に
国
郡
名
　
四
町
数
が
記
さ
れ
（放
位
山
他
七

や
や
異
な
る
）、
さ
ら
に

「
行
程
市
北

一
月
は
跡
多
ン
。
来
方
打
り
加

百
倍
生
ズ
。
殊

二
味
■
シ
。
人
々
上
田
也

（
―――
成
。
政
女
九
年
叫
本
に

よ
り
読
み
下
す
）
な
ど
と
国
風
の
寸
評
も
記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
横
断
的
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
田
耶
別

の
状
“
ｒ
＝
は
、
性

日
期
の
支
配
層
に
と

っ
て
の
　
仙
敗
た
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

を
付
録
し
た
印
ヒ
本
は
、
帥
刑
舛
本
米
の
性
林
を
内
と
し
つ
つ
、
給

体
と
し
て
は
そ
れ
を
対
め
る
獅
先
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
こ
と

は
本
文

に
も
あ
て
は
ま
り
、
一
色
芸
字
狐
抄
』
な
ど
か
ら
多
く
の
語

を
増
柿
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
有
り
よ
う
と
結

合
し
た
と
言
、
印
度
本
が
ど
の
よ
う
な
訂
価
を
受
け
、
そ
の
位
置
づ

け
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
、
興
味
が
料
た
れ
る
。

一
一　
近
世
的
典
型
の
形
成
前
後

飾
用
集
に
お
け
る
近
世
の
お
点
を
ど
こ
に
置
く
か
は
、
少
々
厄
介

な
岡
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
印
庄
本
に
見
ら
れ
た

一
般
的
討
夫
禁

へ
の
動
〓
を
そ
の
始
点
と
認
め
て
も
、
相
応
の
理
由
づ
け
は
で
き
そ

う
で
あ
る
。
も
ち
る
ん
、　
こ
れ
は
紅
論
と
し
て
も
、
成
長
期
の
乾
本

す
な
わ
ち
坊
小
本
取
だ
け
見
て
い
て
も
迷
い
は
少
な
く
な
い
。

易
小
木
加
は
す
べ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、　
こ
の
点
と
と

っ

て
も
江
性
的
な
存
イー…
Ｌ
し

，
る
。
が
、
衣
芸

の
易
林
本
四
極
の
う
ち
、

本
Ｍ
ｉ
ｔ
同
体
の
深

い
う
小
の
激
が
あ
る
の
は
原
刻
版
　
平
井
版

平
升
川
版
で
い
け
　
小
―――
は
で
は
小
山
仁
右
前
門
末
次
に
よ
る
別
極

の
刊
に
が
そ
な
わ
ん
。
こ
と
に
～
比
は
と
町
版
（営
利
出
肛
）
の
■
を

地
る
な
ら
　
小
―――
版
に
近
―――…
の
始
点
を
水
め
て
も
よ
い
。

よ
ケ
■
体
　
松
名
宇
れ
で
み
れ
ば
、
易
林
本
日
本
は
格
苦
表
示

片
彼
名
付
訓
な
の
で
十
本
的
で
あ
る
。
易
林
本
類
の
な
か
で
も
オ
閉

水
（成
長

一
ｉ
Ｔ
刊
）
は
行
草
営
　
片
仮
名
、
草
■
本
は
行
草
幸
　
子

仮
名
、
慶
二

一
六
年
刊
本
は
行
■
書
格
き
併
記
　
片
仮
名
付
訓
で
あ

る
か
ら
、
後
年
の
典
型
で
あ
る
Ａ
■
二
行
　
平
板
名
付
訓

へ
の
推
移

が

一
さ
で
は
な
く
、　
こ
の
点
で
の
近
世
の
始
点
は
見
つ
け
づ
ら
い
。

元
和
　
覚
え
に
な
れ
ば
様
子
は
変
わ
る
。
】
吉
本
を
簡
約
し
た
よ

太
郎
木
（行
■
■

一
行
表
記
）
や
、
こ
れ
に
格
書
表
示
を
添
え
た

，
二

体
帥
用
楽
』
が
現
れ
る
が
、　
こ
の
簡
約
本
文
Ｌ
真
章
二
行
表
示
こ
そ
、

後
の
師
用
集
に
踏
寝
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
に
節

用
禁
の
近
世
の
始
ま
り
を
求
め
る
の
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
ま
サ

一
層
の
近
世
化
は
、　
こ
の
後
も
段
階
的
に
続
い

て
い
く
。
そ
の
要
点
は
和
か
く
み
れ
ば
二
〇
ほ
ど
も
あ
る
が
、
■
要

な
も
の
と
掲
げ
て
み
る
（図
２
　
田
３
）。

０
行
■
書
を
大
書
、
と

，
に
格
書
を
小
普
〔貫
革
■
行
）

Ｏ
Ｂ
５
判
ほ
ど
の
美
濃
判
縦
本

０
本
文
上
欄
に
語
注
（
の
ち
に
付
京
）を
配
予
（頭
書
）

０
小
書
き
惜
誉
の
右
を
に
片
仮
名
付
訓
（両
点
）

０
付
栄
の
を
頭
配
置
と
図
画
挿
入

０
日
用
教
本
記
手
の
付
録
化

０
０
０
０
は
提
供
す
る
情
報
呈
の
増
加
を
は
か
っ
た
も
の
だ
が
、

そ
こ
に
は
職
貝
志
欲
を
刺
協
す
る
意
図
も
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
０
に

お
い
て
よ
り
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
た
だ
、　
こ
れ
ら
の
特
徴
が
ス
ム

ー
ズ
に
定
着
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
０
で
も
、
先
に
見
た
よ
う
な
虜

長
期
の
進
巡
が
あ
り
、
０
で
も
当
初
は
左
傍
　
平
仮
名
な
ど
の
試
行

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、　
こ
う
し
た
特
徴
を
水
な
術
え
た
近
世
的
典
型
の
完
成
を
ど

こ
に
置
く
か
ヽ
簡
単
で
は
な
い
は
す
で
あ
る
。
が
、　
一
七
〇
０
年
ご

う
に
は
０
～
Ｃ

の
特
徴
が
定
着
す
る

一
方
、
元
禄

一
一
年
に
■
版

（無
断
転
製
）

類
は
（意
に
剰
０
）
の
禁
合
が
出
さ
れ
て
近
■
的
は
化

（板
株
）
が
公
認
さ
れ
る
。
苦
い
に
も
、
来
型
の
売
成
と
次
代
の
始
点

と
し
ウ
る
イ
ベ
ン
ト
が
は
ほ

一
致
す
る
の
で
、　
こ
の
こ
ろ
に
区
切
り

を
入
れ
た
く
思
う
。

た
だ
、
京
都
の
木
Ｅ
＝
岡
文
書
に
あ
る
元
松
七
年
に
結
論
を
見
た

版
権
係
争
の
記
録
は
注
意
さ
れ
る
。
私
脚
Ａ
亡
兵
術
ら
は
、
村
上
勘

兵
衛
の

「合
類
飾
用
集
噴
延
■
八
十
刊
）を
小
型
　
棋
木
化
し
、
行
■

表
示
　
ヤ
仮
名
付
訓
に
改
め
た

「
広
益
≡
尽
重
竺
記
綱
目
Ｌ
元
柱
六

図3 永代A3用 大全無尽戒 図2 頭書大成怖用集
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■
刊
）
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
村
上
は
具
議
を
哨
え
、
最
終
的
に
版

桁
の
三
分

の
一
を
設
り
受
け
て
共
同
刊
行
（相
合
版
）
す
る
こ
と
に
な

っ　
た
Ｉ
ｔ
い
つ
（
じ
）。

版
確

の
（私
的
）確
立
を
延
宮
八
年
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
独
自
性

の
作
記
が
必
要
で
あ
る
。
『
合
類
節
用
集
』

は
、
意
義
　
イ

ロ
ハ
検
索
を
採
る
の
で
通
常
の
節
用
集
と
は
逆
の
組

織
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
他
の
節
用
集
が
行
草
吉
表
示
　
平
仮
名
付
訓

を
採
用
す
る
な
か
指
害
表
示
　
片
仮
名
付
訓
Ｌ
い
う
古
Ｌ
を
残
し
て

も
い
る
（漢
学
な
ど
の
学
術
的
な
芸
記
体
系
で
も
あ
る
〕
。
収
載
語
も
特
徴

的
で
、
語
数
も
二
万
語
ほ
ど
あ
る
な
ど
、
総
じ
て
独
白
性
の
高

い
も

の
で
あ

っ
た
。

実
際
、
党
文
　
延
宝
期
に
は
他
に
も

ユ
ニ
ー
ク
な
節
用
集
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

寛
文
二
年
　
一
真
■
二
行
節
用
集
★
外
題

「
一共
キ
〕消
袖
大
節
用

集
し
刊
。
寛
文
工
年
再
刊

覚
文

一
０
年

『
頭
章
増
柿
二
行
師
用
楽
」
刊

延
ｉ
二
年

『
真
草
増
補
節
用
集
』
刊

延
■
四
年

『
増
補
〓
行
肺
用
集
」
戯

延
ｉ
八
年

『
合
類
帥
用
集
』
刊

同
　
　
『
新
刊
節
用
集
大
全
』
刊

『
頭
嘗
増
補
二
行
節
用
集
」
は
頭
春
に
Ｇ
室
四注
と
掲
げ
た
り
、
校

索
の
た
め
の
目
印
を
柱
部
分
に
添
え
る
な
ど
の
上
夫
の
あ
る
も
の
で

ん
―
オ
ば
、
次
川

の
も
の
に
な
ろ
が

「
ケ
炊
姉
川
恐
■
蔵
次
ヤ

叫

　

■
刊
）
は
、
前
後

の
収
戒
語
と
の
境
外
が
分
か
り
づ
ら
い
ほ
ど

大
上
の
別
訓
を
付
す
の
を
特
徴
と
す
る
。
が
、
節
用
集
で
は
漢
字
表

記
が
知
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
、
別
訓
を
表
示
す
る
こ
と
に
あ
ま

り
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
本
書
は
、
編
打
　
頓
田
洋
因
の
道
族
が
言
卑
で
あ

っ

た
た
め
、
追
者
松
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

比
字
実
飾
用
集

ハ
亡
父
汁
因
老
編
集
せ
る
所
也
。
然
る
に
存

望
（命
と

之
中
八
十
有
奈
に
し
て
争
を
取
り
、
故
に
老
京
心
に

こ
せ
ず
、
今

，
二
に
お
よ
ん
で
遺
言
し
て
世
を
去
れ
り
。
ま
つ

あ
る
。
一
ｋ
け
坤
―――
姉
用
集
』
は
細
長

い
三
切
横
本
で
あ
り
、
諸
Ｈ

名
と
名
物
を
付
Ａ
す
る

，
）
の
も
先
進
的
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
も

の
は
収
忙
■
数

の
多
さ
を
中
散
と
す
る
が
、　
こ
う
し
た
節
用
集
が
集

中
す
る
の
は
、
】
叫
か
ら
は
惟
が

一
定
の
有
効
性
を
も
ち
、
そ
れ
を

支
え
る
同
共
イ
‐ヽ――
体
＝
木
け
仲
側
も
相
応
に
機
能
し
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
化
ｋ
　
延
士
期
を
次
代

へ
の
始
点
と
す
る

こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、
今
後
Ｌ
ヽ
こ
の
時
切
に
は
注
意
し
た
く
思

〓
一　
教
養
そ
化
加
の
狂
町

版
権
が
公
認
さ
れ
て
冊
賞
な
怖
利
Ｌ
な
れ
ば
、
＝
守
た
ち
は
、
独

占
販
売
を
あ
ぎ
し
て
新
規
＝
　
叫

一
＝

の
矢
山

に
腐
心
す
る
こ
と
に

な
る
。
他
に
先
を
越
さ
れ
て
ヽ
、
十
た
ち
究
す
れ
ば
よ
い
。
そ
う
し

た
繰
り
返
し
が
様
★
な
師
―ＩＪ
“
を
■
む
こ
Ｌ
に
な
る
が
、
は
確
が
相

来
し
た

「
松
造
的
多
様
化
‐
と
呼
ん
で
み
た
い
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
打
肌
＝
　
＝

一
＝
は
、
か
な
ら
ず
し

も
有
用
性
　
利
便
■
を
水
れ
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
販

売
成
拾
と
あ
げ
る
な
ら
意
を
川
い
る
べ
さ
だ
が
、
版
析
を
付
る
だ
け

な
ら
、
有
用
性
な
ど
は
必
要
木
件
で
す
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
新

規
性
　
唯

一
性
の
意
味
を
中
地
に
考
え
た
だ
け
で
も
想
像
が
つ
く
が
、

現
に
、
有
月
性
が
明
確
で
な
い
も
の
や
、
版
元
の
独
り
よ
が

，
と
其

現
化
し
た
師
月
楽
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

て
人
欠
た
る
を
柿
ひ
□
、　
こ
れ
を
加
行
す
。
今
■
，
Ｌ

Ｉ‐‐―
の
品

に
あ
た
れ
り
。
則
、
大
追
子
、
牌
前
に
術

へ
、
亡
ヤ
を
は
し
、

工
は
世
上
に
流
布
す
る
も
の
な
り
。
Ｆ
斉
架
蔵
書
の
戒
頚
に
１

，

雑
乱
箇
所
あ
り
）

ヽ
う

一
例
見
て
お
こ
う
。

こ
の
時
期
で
は
頭
手
が
定
岩
す
る
が
、

も
う

一
段
頭
書
を
と
な
た

「
〓
階
版
」
も
考
案
さ
れ
た
（図
４
）
。
大

坂
の
■
■
屋
は

『
大
広
益
節
用
集
■
元
千
六
年
刊
）
か
ら
採
用
す
る
が
、

宜
束
六
年
ご
ろ
、
や
は
り
大
坂
の
柏
原
昼
ら
が
二
陪
ほ

『
字
ホ
節
刑

集
』
を
出
版
し
た
た
め
、
係
争
と
な

っ
た
。
た
だ
、
柏
原
屋
ら
に
も

三
階
版

『
万
宣
百
人

一
常
大
成
Ｌ
ヤ
永
四
年
刊
）
が
あ
り
０
）、
こ
の

ほ
か
方
屋
消
兵
衛
ら
に
こ
階
腹

「
ｔ
ｉ
庭
訓
在
来
Ｌ
元
禄
人
午
刊
）
が

あ
る
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
の
共
を
う
で
接
み
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
う
。

そ
れ
を
破

，
た
た
め
に
係
争
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

本
Ｆ
十
問
内
で
衆
議
し
た
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

一
飾
用
集
　
「
人

一
首
、　
三
階
板
之
義
は
不
及
中
、
四
階
五
陪

成
不
中
に

一
節
用
禁
木
文
之
所
、
三
時
板
■
丹
Ｆ
茂
兵
術

一
人

一
両
御
に

候一
■
林
節
用
集
、
吉
文
字
昼
“
ス
術
　
柏
メ
ど
市
右
術
的
　
敦

賀
屋
九
兵
術
相
合
板

一
代
切

二
“
仰
庄
依
（大
坂
本
昼
■
間
記
録

「批
配
帳

一
チ
じ

後
二
項
は
、
三
階
版
飾
川
先
の
版
桁
を
伊
■
屋
に
峡
り
、
『
■
林

図4 大広益節用集(■時IF)
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帥
川
“
』
は
現
行
の
は
木
が
魅
減
す
る
ま
で
刊
行
を
計
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
第

一
■
は
、
何
人
に
ヽ
四
階
ほ
　
工
階
版
の
刊
行
を

出
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
実
に
興
味
深

い
。
三
階
版
で
は
、
三
段
そ
れ
ぞ
れ
に
別

の

記
■
が
展
開
さ
れ
る
の
で
内
容
の
多
様
Ｓ
を
印
象
づ
け
ら
れ
る
が
、

利
便
性
は
高
く
な
い
。　
一
段
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
の
で
、
記
事
は
す

ぐ
に
他
の
丁
に
わ
た

，
、
Ｔ
を
く
る
手
数
が
増
え
る
か
ら
で
あ
る
。

四
階
ほ
　
二
階
版
で
は
な
お
さ
ら
だ
が
、
右
の
議
決
第

一
■
を
見
れ

ば
、
そ
う
し
た
見
か
け
の
豊
か
さ
優
先
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
実
現
さ
せ

か
な
な
い
と
の
判
断
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
机
進
的
多
様
化
の
末

期
的
状
態
が
本
Ｌ
＝
間
文
■
に
記
録
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、　
つ
ま

，
は
、

書
申
た
ち
自
身
も
、
さ
す
が
に
呆
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

豊
か
ど
の
浪
山
は
、
キ
名
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。
元
禄
以
降
、

“
布
キ
皆
無
畳
節
州
大
成
』
『
方
万
師
用
福
行
ｉ
蔵
』
と
い
っ
た
、
子

運
　
無
限
　
財
ｉ
を
空
散
す
る
よ
う
な
修
飾
要
末
を
ま
と
う
き
名
が

日
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
キ
名
の
紅
み
立
て
に
も
変
化

を
き
た
し
た
。
主
要
要
宗
を

「
節
用
集

‐二
節
州
」
の
い
ず
れ
に
す

る
か
、
そ
れ
を
キ
名
の
末
尾
（付
近
）
に
直
く
か
ど
う
か
で
、
時
期
的

な
特
徴
と
し
て
把
世
で
き
る
の
で
あ
る
。
次
表
は
、
二
二
年
ご
と
に

刊
行
数
（再
版
合
む
）
を
計
旦
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
ｔ
〇

一
年
以
降
で
は
、
省
略
形

「
飾
川
」
を
多
用
し
つ
つ
、
そ

れ
を
書
名
末
尾
に
置
か
な
い
傾
向
が
あ
る
。
う
が

っ
た
見
方
に
な
る

必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
只
堂
暦
新
撲
）
早
引
飾
用
集
』

（宝
Ｆ
二
年
刊
。
図
５
）
で
あ
れ
ば
意
義
分
類
の
代
わ
り
に
仮
名
字
数
順

を
採
用
す
る
の
で
、　
ヨ
部
三
声
（伝
名
放
二
年
）
を
見
れ
ば
よ
く
、
予

備
知
識
は
不
要
で
あ

っ
た
。
問
日
が
広
く
曖
味
さ
の
少
な
い
な
索
法

が
早
引
節
用
集
の
強
み
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
早
引
飾
用
集
で
は
、
先
期
に
お
い
て
猟
ん
に
増
補
さ
れ
た

教
養
記
事
は
ほ
ぼ
全
廃
さ
れ
、
携
市
に
便
利
な
二
切
純
本
（丈
止
木
と

□
一口
で
や
や
利
身
）
か
共
泄
判
■
切
（Ｂ
６
相
当
）損
本
に
改
め
ら
れ
た
。

書
者
は
、
あ
ら
れ
も
な
い
ほ
ど
前
引
な

「
■
引
節
加
架
」
で
あ
る
。

辞
営
の
中
核
で
あ
る
校
索
法
を
や
心
に
洸
練
し
た
結
果
、
従
来
の
節

用
集
と
は
何
か
ら
何
ま
で
逆
を
い
く
、
新
規
性
あ
ふ
れ
る
存
在
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

■
引
節
川
架
の
刊
行
以
降
、
次
の
よ
う
な
諸
書
が
企
画
　
刊
行
さ

|

合引

「節用J 「飾用集J

非
末
尾

末
唱

非
木
唱

木

尾

11 14 1的 1～

22 1 21 1626カ▼

25 1651カ▼

1 32 35 167FJ力▼

84 お 13 1701ム▼

4● 35 9 5 1726～

●8 24 11 23 1751ヽ

17 2 29 ヽ
　

　

　

　

　

　

　

―

ｍ
一剛
附
‐ヽ‐‐‐
ｒ‐‐‐

26 1 12 30

72 12 2 4 51

57 11 わ 力|

2モ (156F 169 3

が
、
日
用
教
本
記
事
の
充
実
を
は
か
れ
ば
節
用
集
本
文
は
相
対
的
に

任
視
さ
れ
そ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
有
り
よ
う
が
手
名
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、　
こ
れ
も

一
ｔ
五

一
年
以
降
で
は

急
速
な
揺
り
も
ど
し
に
述
う
。
そ
の
立
な
者

こ
そ
、
構
造
的
多
様
化

の
■
ん
だ
最
大
の
ス
タ
ー
　
早
引
節
用
集
で
あ

っ
た
。

四
　
検
索
法
開
発
期
の
勝
者

イ
ロ
ハ
　
志
衣
検
索
で

一
鎧
」
を
求
め
る
な
ら
、　
ヨ
部
巾
の
い
ず

れ
か
の
意
味
俺
時
を
見
れ
ば
よ
い
が
、
そ
れ
が
迷
う
ヽ
の
で
あ
る
。

身
に
付
け
る
も
の
な
ら
資
服
門
だ
が
、
「
道

一
は
通
常
、
器
財
門
に

あ
る
。
節
月
禁
を
引
く
に
は
、
忘
義
範
時
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
知
る

れ
て
横
索
法
の
開
発
競
争
を
呈
す
る
が
品
）、
こ
れ
も
杜
造
的
多
様

化
の
現
れ
で
あ
る
。

国
子
怖
用
集
【
ｎ
）
　
　

気
店
七
　
　
イ

，
ハ

早
考
節
用
集
　
　
　
　
　
宝
暦

一
一　
意
義
　
清
濁

早
年
二
重
鑑
　
　
　
　
　
宝
暦

一
二
　
イ
ｏ
ハ

安
兄
飾
用
亮
メ
　
　
　
　
宜
店

一
三
　
イ
ロ
ハ

千
金
要
年
節
用
大
成
■
　
明
和
元
　
　
意
表
　
仮
名
放

万
代
節
用
宇
林
宣
成
　
　
明
和
三
　
　
意
表
　
仮
名
独

違
城
節
用
夜
光
珠
　
　
　
別
和
二
　
　
清
潟
引
播
　
意
義

違
域
大
師
川
集
夜
光
珠
　
明
和
六
　
　
清
濁
引
被
　
意
義

広
益
好
文
節
用
先
　
　
　
瑚
和
人
　
　
Ｆ
名
数
偶
奇
　
意
装

急
胴
問
合
岬
庄
引
　
　
　
安
永
七
　
　
清
濁
引
接
　
意
義

二
年
引
節
刑
架
水
　
　
　
天
明
九
　
　
イ
ロ
ハ
釜
叩末
）

工
甘
■
引
節
用
々
＊
　
　
天
明
元
　
　
二
十
音
ｉ
叫木
）

万
徳
節
用
集
　
　
　
　
　
天
明
二
　
　
清
濁
引
携
　
ｔ
斑

大
成
正
字
通
　
　
　
　
　
天
明
ｉ
　
　
清
濁
引
般
　
志
批

画
引
飾
用
集
大
成
　
　
　
天
明
四
　
　
片
佐
名
結
向
放

大
成
正
字
通
　
　
　
　
　
一平
和
工
　
　
志
■
　
＝
的

こ
の
う
ち
、
早
引
師
用
集
に
近
随
す
ヽ
く
イ
ロ
ハ
ｉ
■
枚
索
が
ま

す
充
姿
さ
れ
た
の
は
只
味
深
い
。
現
代
の
ょ
に
ヤ
多
工
枝
宗

の
近
世

版
に
あ
た
る
が
、
検
索
法
の
考
策
が
成
卜
が
り
に
行
用
性
　
利
便
性

を
増
し
て
い
る
よ

ク
に
見
え
ろ
か
ら
で
あ
る
。

図る (生研新FF)早 ,飾用集
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と
こ
ろ
が
、
早
引
飾
用
集

の
版
元
　
柏
原
屋
ら
は

『
早

■
二
ｉ
鑑
』
を
悪
“
な
射
版

と
し
て
絶
版
に
追

い
込
ん
だ
。

こ
れ
は

，
引
飾
用
実
の
売
れ

行
き
を
は

っ
て
の
所
る
な
の

矧
　
だ
が
、
な
ら
ば
和
原
ュ
自
身

脚　蝉「い徳」拒抑線的輸卸

割
　
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の帳

６
　
権
は
、
イ
ロ
ハ
　
意
張
分
類

国
　
な
が
ら
言
語
門
に
お
い
て

，

名
〓
■
め
に
イ
Ｐ
ハ
順
を
通

用
し
た

「
新
増
飾
用
無
ｉ

蔵
Ｌ
京
都
　
本
村
市
郎
兵
街
、

元
文
〓
午
刊
）
に
あ
り
、
柏
原

崖
自
ら
は
刊
行
で
き
な
い
と

判
断
し
た
ら
し
い
。
つ
ま
り

『
早
字
ｉ
三
鑑
」
の
絶
版
は
、
相
原
底
ら
と
し
て
は
実
質
的
な
次
普

の
策
な
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
木
村
ｆ
郎
兵
術
に
こ
そ
、
全
編
に
イ

，
ハ
ｉ
主
横
末
を

ほ
ど
こ
し
た
節
用
集
を
刊
行
す
る
に
利
が
あ
り
そ
ぅ
だ
が
、
一
大
新

培
節
無
ｌｌｉ
な
い
と
い
う
改
良
は
を
刊
行
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
「
■

年
工
ｉ
鑑
』
の
他
は
は
柏
原
と
ら
が
勝
ち
と

，
た
も
の
な
の
で
遠
ほ

も
あ

っ
た
の
で
あ
る

，
ゎ
結
”
、　
こ
の
一
件
以
降
、
何
人
も
イ
ロ
ハ

二
三
横
末
の
飾
川
空
を
刊
行
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
な

一
Ｌ
に
　
＝
問
引
け
　
清
濁

一
な
ど
と
示
し
た
、
お

子
　
長
子
　
腹
ヤ
を
よ
す
■
名
の
■
無
で
柱
索
す
る
も
の
（図
６
）
や

片
仮
名
総
両
炊
使
茉
な
ど
　
す，
―
け
打
ナ‐‐
■
の
高
く
な
い
も
の
ま
で

束
出
さ
れ
る
ア）
と
と
な

っ
た
。

こ
う
な
る
と
、
「
早
■
工
■
怖
卜

の
他
版
は
舟
十
史
上
の
汚
点
と

ヽ
い
え
よ
う
が
、　
一
方
で
ｈ
、
多
様
在
位
ネ
法
が
試
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
検
末
に
使
え
る
Π
本

‐
ｉＦＩ
の
～
仙
が
洗

い
―――
さ
れ
た
に
ち
が
い

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
効
州
と
し
て
助
Ｆ
　
ｉ
■
な
ど
の
止
名
述

い
と
発
子
の
乖
離
を
克
服
じ
■
う
と
す
る
■
の
ヽ
現
れ
た
（凶
６
）。

日
本
語
表
記
の
現
実
を
直
れ
す
る
■
が
批
れ
た
こ
と
を
も

っ
て
、
功

罪
相
半
ば
す
る
と
い
え
よ
う
か
。

一
方
、
従
来
の
イ
ロ
ハ
　
志
筑
分
加
の
飾
川
舛
じ
舟
文
に

１１１‐
■
の

良

い
も
の
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
。
「
人
代
抑
川
大
介
無
尽
帆
』
一
佐

師
州
（集
）悉
改
嚢
』
は
そ
の
代
女
村
で
、
「
倭
挫
節
用
無
択
埜
」
『
方

宝
節
胴
富
貴
蔵
』
な
ど
が
杭
く
。
な
か
で
も

「
倭
漢
節
州
無
双
班
』

で
は
、
巻
末
に
編
者
　
口
■
　
年
耕
を
明
記
す
る
だ
け
で
な
く
、
年

Ｔ
ご
と
に
刻
こ
名
を
刻
ま
せ
て
、
い
る
。　
一
在
の
品
質
保
証
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
う
。

こ
う
し
た
声
実
な
ケ
み
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
次
期
に
登
場
す
る
大
型

本
語
本
も
実
現
し
え
た
に
通
い
な
い
。
市
弊
が
あ
る
が
、
甚
首
短
小

志
向
の
早
引
節
用
集
に
対
し
て
、
イ

ロ
ハ
　
志
義
分
類
の
節
用
集
は

匹
離
を
お
い
て
棲
み
分
け
る
か
の
よ
う
に
こ
厚
長
大
化
し
て
い
く
。

そ
の
基
礎
は
、
検
索
法
の
開
発
の
陰
で
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
、
た
景
に
ま
わ
り
が
ち
な
ｉ
態
に
つ
い
て
も
ス
知
し
て
お

き
た
く
思
う
。

五
　
一
一極
化
期
に
お
け
る
多
様
化

寛
政

↓
二
年
、
イ
ロ
ハ
　
意
扶
分
類
の

一
部
会
師
用
〒
家
通
Ｌ
が

刊
行
さ
れ
る
。
付
録
　
本
文
と
も
増
締
さ
れ
た
武
容
を
誇
る
師
用
集

で
あ
る
。
こ
れ
は
大
坂
か
ら
の
刊
行
で
あ

，
た
が
、
同
趣

の
も
の
は
、

投
分
遅
れ
て
束
耶
か
ら

「
松
飾
川
年
悉
改
饗
■
文
政
元
年
刊
▼

「
八

代
節
胴
無
尽
な
貴
大
性
一一年
刊
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
後
ヤ
は
幕
末
ま

で
版
を
重
な
た
。
工
〃
で
は
中
担
本
の
実
績
が
少
な
か
っ
た
た
め
か

『
江
戸
大
師
加
海
内
蔵
」
が
よ
う
や
く
十
水
に
門
に
あ
う
こ
と
に
な

一●
。こ

，
し
た
大
型
本
が

一
定
の
成
功
を
収
め
た
こ
と
は
、
現
在
で
も

図
書
情
　
文
古
軒
に
所
赦
さ
れ
る
ヽ
の
が
多
く
、
和
本
を
扱
う
七
十

店
頭
で
も
し
ば
し
ば
目
に
す
る
こ
と
か
ら
も
れ
わ
れ
る
。
ま
た
、
文

政
八
年
に
は

『
部
会
師
用
百
家
通
」
の
版

九
に
対
し
て
、
山
本
願
ヤ

の
役
人
が
、
付
録
の
公
家
鑑
に
お
け
る
担
位
順
序
を
穴
本
順
寺
よ
り

先
に
せ
よ
と
依
頼
し
て
お
り
、
前
年
に
も
京
都
の

『
倭
飾
川
集
悉
改

製
』
『
万
■
節
用
■
貴
蔵
』
の
は
元
に
同
様

の
依
頼
を
し
て
い
た
ら

し
い
。
こ
れ
も
大
型
本
の
権
成
を
見
越
し
て
の
行
為
な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
型
本
の
●
在
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
　
構
成
に
注

目
す
る
横
山
優
人
の
報
告
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
　
逆
に
節
川
実
に
社
わ
ぬ
こ
と
は
、
タ
プ
ー
を
犯

し
た
ば
あ
い
に
党
は
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
オ
教
的
■

病
と
、
時
と
し
て
は
じ
さ
せ
た
と
見
て
よ
い
。
（”
暗
）
大
冊
本

節
用
集
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
家
で
し
ば
し
ば

一
四
外
不
出
」
や

「
他
家
貸
出
無
用
」
の
扱

い
を
受
け
（■
都
市
下
て
の
間
を
取
り
）
、

さ
ら
に
は
と
石
と
並
ぶ
ほ
ど
二
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
ば
あ

い
が
あ
る
こ
と
（れ
ら
い
下
で
の
聞
き
取

，
）
か
ら
も
、
推
定
さ
れ

を
０
◇

た
だ
、
大
型
本
の
刊
行
に
は
リ
ス
ク
が
と
も
な
う
。
一
Ｉ
Ｐ
大
飾

用
海
内
蔵
』
の
難
と
は
、
明
冷
な
か
は
ま
で
市

，
つ
が
れ
た
。

高
丼
前
山
の
江
戸
大
飾
川
を
編
瞬
す
る
や
、
工
■
水

九
年
の

元
版
に
就
き
、
天
保
四
年
よ
り
文
久
一
年
ま
で

，
卜
本
年
を
終

て
お
め
て
成
り
、
共
問
■
球
の
た
が
ん
に
′
を
Ｍ
む
け
た
る
も

の
数
家
な
り
し
と
、
其
の
な
峡
の
人
に
　
４
料
の
多
き
、
勢
ひ

然
ら
ず
る
を
４
す
る
な
り
全
「伝
水
■
火
！明
い
柿
州
人
合
」
庁
言
）

そ
こ
で
、
よ
り
手
圧
な
ｉ
な
も
挫
■
さ
れ
た
。
良
心
的
な
部
類
と

し
て
は
、
既
千

の
師
用
架
を
中
心
と
す
る
、
仕
来
物
　
手
道
作
法
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「
　
人
＝
＝
′ｒ十
■

，
の
合
――――
で
あ
る
。
た
だ
、
付
ぶ
中
の
年
代
記

代
弥
　
ハ
■
姉
な
と
は
十

い
＝
報
の
ま
ま
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
っ

／…
「
―
ん
　
貸
服
じ
の
丁
ご
と
に
門
紙
を
挿
入
し
た
も
の
も
現
わ
れ

た
「
史
ヤ
が
拡
過
し
な
い
利
点
ヽ
あ
る
が
、
外
見
だ
け
の
大
型
化
で

所
―
せ
た
例
と
兄
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
か
に
は
、
大
型
化
を
押
し
た
め
る
あ
ま

，
、
山
版
で
き
な
い
ヽ

の
ヽ
現
れ
た
。
高
丼
歯
山

『
■
■
飾
用
ち
は
そ
の
代
表
析
で
、
項
目

「
五
百
紹
漢
」
に
合
鼻
の
名
を
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
も
の
で
あ

る
。
松
■
金
水

『
回
年
十
解
姉
用
禁
大
合
』
は
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
収
誠
語
に
と
を
付
し
た
丁
い
な
も
の
で
あ
る
。
虐
政
家
　
人
術

永
常
も

『
大
々
今
大
早
引
噴
仮
祢
）
の
編
集
を
儒
家

に
な
短
す
る

一

方
、
浜
松
落
家
中
に

「
和
漢
音
駅
普
青
年
考
節
用
集
ち
『
名
物
六
帖
』

な
ど
を
元
に
大
型
木
を
編
集
す
る
も
の
が
あ
る
と
、
恐
意
の
書
丼
に

知
ら
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
刊
行
さ
れ
な
い
も
の
の
方
に
大
型
化
の

様
相
が
ょ
く
兄
て
と
れ
る
の
は
皮
肉
だ
が
、　
こ
れ
も
構
造
的
多
様
化

の
側
面
を
語
る
も
の
と
思
え
ば
興
味
深
い
。

そ
し
て
大
型
化
傾
向
は
、
■
引
節
川
集
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
と
な

っ

た
。
Ｐ
十
二
門
部
分
音
訓
正
誤
」
い
ろ
は
節
用
集
大
成
』
Ｆ
増
柿
十

訓
】
大
を
早
引
節
用
禁
』
な
ど
が
そ
れ
て
、
延
べ
語
数
六
万
語
旭
と

推
計
こ
れ
る

『
〔■
引
】
万
代
節
用
集
』
も
刊
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
万
世
早
引
培
宇
節
用
集
』
で
は
早
引
節
用
集
が
廃
し
た
は
す

の
教

差
記
■
付
録
を
別
冊
と
す
る
パ
ー
ジ

ョ
ン
ま
で
用
意
さ
れ
た
。

こ
れ
で
は
イ

，
ハ
　
忘
義
分
類
の
節
刑
架
に
は
ｊｌｉ
ｌ
ヤ
，
′
小

判
型
だ
け
は
美
膜
半
切
検
本
を
路
理
し
航
け
た
。
こ
れ
は
　
ォ

”

境
に
あ
る

『
千
笠
要
■
節
用
大
成
当
と
の
係
争
で
、
■
引
飾
川
■
ト

は
小
型
本
し
か
許
さ
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
に
起
囚
す
る
。
と
こ
ろ
が

実
濃
半
切
は
、
イ

，
ハ
　
意
表
分
堀
の
節
用
集
で
も
採
る
も
の
が
班

れ
、
さ
ら
に
漢
字
宇
典
ヽ
こ
れ
に
な
ら

，
た
と
お
ば
し
く
、
辞
き
ホ

書
絡
の
典
型
的
判
型
に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。
早
引
師
用
集
の

，
行
は

こ
う
し
た
キ
ほ
と
も
招
来
し
た
と
見
ら
れ
る
。

一
方
、
大
型
化
し
て
も
”
行
性
は
■
祝
し
た
ら
し
く
、
原
み
を
は

ぼ
半
減
す
る
洋
■
刷
う
も
併
売
さ
れ
た
。
中
型

の

『
大
全
■
引
節
用

集
」
「
早
引
方
ｉ
飾
用
集
』
呂
４
車
両
点
一
教
引
師
用
共
」
ゃ
、
大
型

の

Ｐ
増
補
音
訓
）
人
全
早
引
節
用
集
』
Ｆ
■
引
〕
万
代
飾
用
集
」
な

ど
に
例
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ロ
ハ
　
意
義
分
類
の
大
型
オ

で
ヽ

『
大
日
本
末
代
飾
川
無
八
前
噴
文
久
四
十
刊
▼
に
は
珍
し
く
薄
英

刷
り
が

，
す
る
。
重

，
長
大
を
志
向
し
た
は
ず
だ
が
、
扱

い
や
す
さ

を
本
わ
て
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
早
引
怖
用
集
の
レ
響
に
よ
る
も
の

と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
■
引
柿
川
算
と
大
型
本
と
は
相
互
に
影
響
じ
あ
う

の
だ
が
、
止
終
的
に
は
早
引
師
用
集
が
支
持
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え

ば
、
天
保
の
改
革
で
本
と
■
問
が
解
散
さ
せ
ら
れ
て
は
権
付
理
が
機

能
し
な
く
な
る
と
、
横
行
し
た
の
は
早
引
飾
用
禁

の
工
版
〔れ
製
）
で

あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
大
型
本
で
は
用
意
す
べ
さ
板
木
も
大
量
に
な

る
の
で
簡
単
に
重
版
で
き
な
い
が
、
横
索
効
キ
の
よ
い
イ
Ｐ
ハ
こ
こ

検
索

で
も
こ
の
時
期

に
は
わ
ず
か
二
点
し
か
刊
行
さ
れ
な
か

っ
た

（ピ
か
ら
、
旧
態
然
と
し
た
イ

ロ
ハ
　
意
芸
分
類
の
大
型
本
は
な
お

さ
ら
こ
は
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ
る
う
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
■
引
節
川
集

の
影
習
力
は
尋
常
で
は
な
≡
そ

う
で
あ
る
。
辞
き

つ
横
朱
法
は
′
名
数
引
き
を
お

い
て
な
く
、
判
型

は
夫
濃
半
切
村
本
に
は
る
―
―
そ
う
し
た
通
念
を
人
々
の
脳
ま

に
醸

成
す
る
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
勢

い
の
ま
ま
、
近
代
を
迎
え
る
。
雪
５
海
』
が
五
十
予
多
重
検
索

で
登
場
し
た
と
書
、
福
沢
前
古
が
下
足
札
を
例
に
イ

，
ハ
順
で
な
い

こ
と
を
い
ぶ
か

，
た
が
、
そ
の
速
内
と
し
て
＋
引
姉
川
楽
も
関
与
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
し
、
そ
う
考
え
た
方
が
付
心

も
い
ヤ一
ク
。

近
世
の
最
後
の
区
分
を
〓
紅
化
期
と
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

そ

の
後
半

は
実
質
的

に
早
引
師

用
楽

の
独
走
別

だ

っ
た
。
近
代

を
や

た
ず

に
、
■
引
飾
用
集
主
導
如

が
現
出
す

る
わ
け
だ

が
、

と
す

れ
ば

「
飾

用
架

の
近
代
」

の
始
点

を
考

え
●

す

べ
宮
本

地

も
あ

る

こ
と

に

な

ろ
う

か
。

〔１
）

令
略
と
い
う
過
■
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
中
に
前
数
の
少
な
い
こ
と

を
い
う
。
ブ
リ
ミ
テ
ャ
ア
な
お
り
よ
う
を
不
す
興
本
と
考
え
て
よ
い
。

（
２
）

ン一
れ
ら
の
■
は

『
庭
訓
往
来
』
か
ら
の
も
の
Ｌ
も
言
わ
れ
、
な
か

ば
単
れ
に
増
柿

の
た
め
の
み
に
無
れ
　
■
自
党

に
考
人
さ
れ
た
と
も
比

ら
れ
る
。

（３
）

『
拾
芥
砂

一
「
財
回
却
数
チ
名
」
の
数
値
と
は
異
な
わ
　
当
時
と
し

て
は
最
新

の
に
ら
し
い
。
『
人
■
本
納
税
志
」

に
ｉ
れ
ば
、
や
や
古
く

な
る
が
、
応
安
元
年

に
足
利
技
満
が
枚
地
令
を
出
し
て
お
”
　
そ
の
折

り
の
は
か
。

（１
）

こ
の
名
称
は
、
坊
朴
本
以
ド
　

ｉ
ｔ
世
紀

の
近
世
飾
川
先

の
付
妊

『

刊

4う 節用集F■ lfFl史 の後景

洋 ・
ビ
シ
ヨ
ツ
フ
／
佐
醸
彰

一
、
瀬
戸
直
彦
訳

十
代
ロ
ー
マ
か
ら
中
世
後
幻
ま
で

「■
く
」
と
い

う
営
み
は
ど
う
展
開
し
て
き
た
の
か
。
市
＝
小
学

の
知
見
を
総
合
的
に
解
説
す
る
と
と
も
に
、
ル
＝

や
書
物
形
態
な
ど
の
技
術
的
側
向
、
ケ
本
は
ネ
の

歴
史
に
つ
い
て
も
計
述
。
世
界
的
梅
成
に
よ
る
基

本
音
。

学

Ａ
５
判
　
４
８
０
嗅

本
体
１
２

５
０
０
円
命
型
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